
 

 

国国道道11号号静静清清ババイイパパスス  賤賤機機山山トトンンネネルル  歩歩車車道道仕仕切切壁壁のの整整備備効効果果  
～～  通通学学自自転転車車ななどど年年間間4400万万人人がが利利用用  賤賤機機山山トトンンネネルル  環環境境改改善善  ～～  

1.整備の背景と目的 

国道 1 号静清バイパスの賤機

山（しずはたやま）トンネル

(534m)は、静岡市街地北部

東西に分断する賤機山を貫く

ンネル（平成 9年開通）です

トンネル内には、幅員 3ｍ

道が設置され、賤機山を大き

迂回しなければ、行き来でき

かった高校や病院などに短時

で行くことが可能となりまし

。しかし、トンネル内に設置

れている歩道であるため、歩

利用者から換気等についての不満や改善の声が上がっていました。このため、周辺自治会や利用者で構

成される「環境改善ワークショップ」を開催し、平成 15 年度にトンネル区間内で環境状態の最も悪い区

間に歩車道の仕切壁を設置しました。 

その後、平成17年度には、仕切壁の未設置区間のうち、さらに環境改善が見込まれる範囲について、仕

切壁の延伸工事を実施しました。（平成18年 3月完成） 

このようにトンネル内に仕切壁を設けて、歩行者や自転車の環境改善をおこなう取り組みは、全国的にみ

ても初めての試みです。 

 

 

 

 

 

2.仕切壁延伸の整備効果 

（1）アンケート調査結果 

平成 17 年度の仕切壁延伸整備後にト

ンネル内の歩道を利用している方 （々地元

高校生、周辺住民）から回答頂いたアンケ

ート結果では、右に示すような結果が得ら

れました。 

 

 

 

 

 

（2）環境測定結果（参考値） 

対策後に実施した歩道部の環境計測により、以下に示す改善効果が確認されました。 
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＜①騒音対策＞ 
測定方法：延伸区間の代表箇所で 24時間 固定測定 

対策前 

対策後 

静かになり

ました 
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●●環環境境測測定定のの範範囲囲とと位位置置  ●●改改善善効効果果のの内内容容  

  

＜④粉塵対策＞  

測定方法：トンネル全体を移動測定 

対策後 

対策前 

仕切壁 設置区間
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ほこりが減り

ました 

●●賤賤機機山山トトンンネネルルのの位位置置  

 
県立こども病院

１日当り自転車通行量1,156台（Ｈ17.11.16調査）
と多くの方々に利用されています 

トンネル開通前の 
利用者の流れ 

トンネル開通後 
の利用者の流れ 

県立総合病院 

大岩方面 

至 東京 
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【改善前】 【改善後】

【改善前】 【改善後】

対策前 

対策後 

＜②風対策＞ 
測定方法：延伸区間の代表箇所で 24時間 固定測定 

風に対する不安

が減りました 

①騒音の低減 

約 90dB→約 80dB

③照度のアップ 

約 50Lx→約 65Lx

②歩道上の風の低減（最大風速） 

約 3m/秒→約 1m/秒 

（大型車通過後の突風なし） 

H17 整備 H17 整備 H15 整備 

●●平平成成1177年年度度  仕仕切切壁壁延延伸伸箇箇所所のの状状況況  

●●アアンンケケーートト調調査査  （（平平成成1188年年度度調調査査））          回回答答数数：：226633名名  

（参考） 日常生活の感覚では．．． 

④粉塵が減少 

約 90CPM→約 50CPM 

＜③照度対策＞ 
測定方法：延伸区間の範囲を移動測定 
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対策前 

対策後 

明るくなり

ました 

④粉塵（移動測定）

③照度（移動測定）

①騒音 

②風速 

（固定測定） 

①騒音 90dB ： うるさい工場の中 

80dB ： 電車の中 

③照度   30～50Lx ： 納戸・物置

       50～100Lx ： 書斎 

②風速  0.3～1.6m/s ： 風見鶏が動かない 

1.6～3.3m/s ： 風見鶏が動きだす

●●仕仕切切壁壁  整整備備概概要要図図  

延伸区間 

8ｍ 

設置済区間 

約 530ｍ 

延伸区間 

118ｍ 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

排気ガスによる空
気の汚れやほこり

いやな臭い

自動車の騒音

突風による恐怖感

歩道の明るさ

１．非常に減った    

２．少しは減った    

３．何も変わらない 

４．以前から余り気
にならないので分
からない

５．以前より増えた
（暗くなった）

６．その他          

①アンケート実施時期：平成１８年５月～７月 

②配付部数：1800部 

③アンケート回収率：263/1800＝14.6％ 

回答者の約 7 割以上が、仕切壁の延伸
は環境改善に効果があったと回答 

● 各種計測データで見てもトンネル内の環境は改善されています。 

● アンケート結果においても、利用者から改善効果が認められています。 
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